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（別紙様式４） 

平成26年10月17日現在 

 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

関西学研医療福祉 

学院 

平成16年3月26日 学院長 

樫葉 周三 

 〒631-0805 奈良市右京1-1-5 
 
     （電話）0742-72-0600 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人 

青丹学園 

平成10年4月1日 理事長 

岡田 重憲 

 〒631-0805 奈良市右京1-1-5 
 
     （電話）0742-72-0600 

目 

的 

業界が必要とする人材を、人間性を培うとともに、企業と連携して医療・福祉等に関する専門的 

知識及び技術を修得させ、広く社会に貢献できる理学療法士を養成する。 

課程名 学科名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に必
要な総授業時数又

は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

医療専門課程 理学療法学科 3年（昼） 
3045単位時間 

   （又は単位） 
専門士 － 

講義 演習 実験 実習 実技 

教育課程 1890単位時間 

（又は単位） 

300単位時間 

（又は単位） 

0単位時間 

（又は単位） 

855単位時間 

（又は単位） 

0単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 117人 7人 17人 24人 

学期制度 ■前期： 4月1日～9月30日 

■後期：10月1日～3月31日 
成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について

各科目ごと各学期に試験を行う 

A（80点以上） 

B（70点以上80点未満） 合格 

C（60点以上70点未満） 

D（60点未満）－ 不合格 

長期休み ■夏季：5週間 

■冬季：2週間 

■春季：2週間 

卒業・進級条件 

 

■卒業条件：3年以上在学し、本

学科所定の合計3045時間を修得

すること。 

■卒業条件：各学年において履修

すべき科目のうち、認定されない

科目（不合格）が1科目以上あれ

ば、原則進級、卒業はできない。 
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生徒指導 ■クラス担任制（有・無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

担任及び学科長、保護者による四者 

面談、学生相談室 

課外活動 ■課外活動の種類 

スポーツ大会、ボランティア活動 

■サークル活動（有・無） 

就職等の状況 ■主な就職先、業界等 

病院、介護老人保健施設 

■就職率※１  100％ 

主な資格・検定 理学療法士（国家資格） 

中途退学の現状 ■中途退学者 13名  ■中退率 10.66％ 

平成25年5月1日在学者  122名 

平成26年5月1日在学者  117名 

■中途退学の主な理由 

経済的理由、病気、進路変更 

■中退防止のための取組 

個人面談、学費相談（分割納入や奨学金等）、保護者面談、補習授業 

ホームページ http://www.seitan.ac.jp/kg/ 

 

※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。 

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。 

②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等か

ら採用通知などが出された者）をいう。 

③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の

進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。 

※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等としている。ただし、卒業

の見込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学

生は除いている。 

 

 

※２「学校基本調査」の定義による。 

全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。 

「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いた者は含めるが，家事手伝い，臨時的な

仕事に就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。） 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

・患者様や社会から必要とされ信頼される理学療法士となれるように、業界が必要とする人材を企業との 

連携等を活かして育成する。 

・実習修了時には、実習担当者による学生の成果の評価を踏まえ、担当教員が成績評価・単位認定を行う。 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成26年10月17日現在 

名 前 所   属 

田中 秀樹 関西学研医療福祉学院 

上林 弘幸 関西学研医療福祉学院 

古川 智子 関西学研医療福祉学院 

山中 善詞 医療法人 社団 岡田会（リハビリ科：理学療法士） 

佐守 友博 日本臨床検査医学会 

（開催日時） 

第１回 平成26年2月22日 13：30～14：30 

第２回 平成26年8月23日 14：40～15：40 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

理学療法士養成所指導要綱に基づき、連携する病院・施設での臨床実習を実施。教育課程における位置づけや

成績評価基準、意義についても明確にしている。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

臨床実習Ⅰ 理学療法業務の観察と見学を通して、理学療法士

の職域を理解する。実習生としての役割と責任を

自覚し、社会人としての振る舞いを学習する。ま

た学内で学んだ概念・知識を再確認し、理学療法

に必要な基礎医学・専門知識の理解を深め、その

重要性を認識する。 

医療法人新生会 総合病院 

高の原中央病院、財団法人 沢

井病院 

臨床実習Ⅱ 臨床実習Ⅱ‐1（検査・測定実習） 

理学療法の第一歩である検査・測定を体験す

る。抽象的な臨床像を実際に観察・検査・測定

を通して具体的なものとし、学内で履修した理

論と技術の臨床的応用を学ぶ。また、リスク管

理の重要性を認識することを目的とする。 

臨床実習Ⅱ‐2（評価実習） 

理学療法評価を体験する。検査・測定技術の理

論と技術をより確かなものとし、得られたデー

タと疾患、障害の知識を関連付け、統合と解釈

することにより臨床像を明確にすることを目

的とする。 

医療法人新生会 総合病院 

高の原中央病院、医療法人康仁

会 西の京病院、財団法人 沢

井病院、奈良県総合リハビリテ

ーションセンター 

臨床総合実習Ⅰ （Ⅰ期・Ⅱ期）理学療法評価から抽出した問題

点に対し、ゴール設定、理学療法プログラム立

案を行い模倣的な治療および練習を施行するこ

とを目的とする。 

医療法人新生会 総合病院 

高の原中央病院、財団法人 

沢井病院 

臨床総合実習Ⅱ 基本的な治療および練習を行い、治療効果の判

定、ゴール設定・理学療法プログラムなどの変更

を行い、基本的理学療法の実践力修得を目指すこ

とを目的とする。 

医療法人社団岡田会 山の辺

病院、医療法人康仁会  西の

京病院、奈良県総合リハビリテ

ーションセンター、奈良県総合

医療センター  

関西学研医療福祉学院 

理学療法学科 
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３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

本学院の定める「他所への臨床及び講義講演等の規定」において、学外の学校・病院・企業等への 

参画は奨励しており、その成果を学生教育に活かすことを目的としている。 

４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成26年10月17日現在 

名 前 所   属 

田中 秀樹 関西学研医療福祉学院 

上林 弘幸 関西学研医療福祉学院 

澤浦 知子 関西学研医療福祉学院 

大松 慶子 関西学研医療福祉学院 

古川 智子 関西学研医療福祉学院 

安井 千恵 関西学研医療福祉学院 

藤島 ルイコ 関西学研医療福祉学院 

岡田 哲朗 医療法人 社団 岡田会（歯科医師） 

渋谷 淳子 医療法人 社団 岡田会（看護師・事業部長） 

福田 邦彦 保護者代表 

竹中 唯 卒業生代表（看護師） 

安井 誠 地域代表 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.seitan.ac.jp/kg/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

 閲覧（事務所：備え付け）とホームページに掲載（様式４） 

URL: http://www.seitan.ac.jp/kg/ 
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授業科目等の概要  

（医療専門課程理学療法学科）平成25年度   

分類 授業方法  

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次

・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験

・
実
習

・
実
技 

 

○     心理学 

人間理解の基礎知識を得る。性質・欲求

等の心理的欲求を分析できる能力を身に

つける。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     倫理学 
人間として生命の尊厳、守るべき道を学

び、医療人としての倫理観を養う。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     
日本語表現

法 

基本的な日本語表現について学ぶ。さら

に論文や症例報告書などに応用する。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     社会学 

人間の社会的共同生活の構造や機能につ

いて学ぶ。社会的に医学や医療スタッフ

の果たしている、役割を知る。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     教育学 
臨床に必要な教育学を学ぶことで心の姿

を知る。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     人間関係論 
医療現場のみでなく、人間関係の基礎と

なるコミュニケーション能力を学ぶ。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     物理学 

現場に役立つ、力学、熱、波と音、光、

電磁波等の基礎や、生体と物理学の関わ

りについて学ぶ。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     生物学 
生物の生命現象、生命維持に必要な生体

の働きや生命のメカニズムを知る。 

1

・
前 

30 2 ○   △ 

 

○     情報処理学 

基礎的なパソコン操作と統計処理、理学

療法に必要なデータ編集・構成能力を身

につける。 

1

・
前 

15 1 △   ○ 
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○     統計学 
理学療法で得たデータの統計処理法、検

討方法を学ぶ。 

1

・
後 

30 2 △   ○ 

 

○     

 レクリエー

ション実技

Ⅰ 

スポーツを通じて心身の健康を保つ。ま

たレクリエーション活動の方法を学ぶ。 

1

・
前 

30 1 △   ○ 

 

○     医学英語 
臨床で必要な医学用語、洋書論文の読解

力を身につける。 

1

・
後 

30 2 ○     

 

○     解剖学Ⅰ-1 
1

・
前 

30 2 ○     

 

○     解剖学Ⅰ-2 
1

・
後 

30 2 ○     

 

○     解剖学Ⅱ 
1

・
前 

60 4 ○     

 

○     解剖学Ⅲ 

人体の骨・関節・筋・靭帯、神経を中心

に臓器の位置、構造、機能について学ぶ。 

1

・
後 

60 4 ○     

 

○     生理学Ⅰ 
1

・
前 

60 4 ○   △ 

 

○     生理学Ⅱ 

理学療法に必要な骨・筋・神経・呼吸生

理を重点的に生体機能のメカニズムを学

ぶ。 1

・
後 

60 4 ○   △ 

 

○     運動学Ⅰ 
1

・
前 

45 3 ○     

 

○     運動学Ⅱ 

解剖学・生理学・物理学を基礎に生体力

学、関節運動について学ぶ。 
1

・
後 

45 3 ○     

 

○     病態運動学 
基礎医学の知識のもとに、疾患によりど

の様に身体活動が変化するかを学ぶ。 

2

・
後 

30 2 ○     

 

○     
運動学実習

Ⅰ 

人体の運動について知り、体表解剖、動

作分析について学ぶ。 

1

・
後 

30 1 ○     
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○     
運動学実習

Ⅱ 

2

・
前 

45 1 ○     

 

○     人間発達学 
正常な人間の発達過程、身体面、精神面、

社会面を学ぶ。 

1

・
後 

15 1 ○     

 

○     病理学概論 病気の原因と成り立ちを学ぶ。 
1

・
後 

30 2 ○     

 

○     臨床心理学 
人と専門的に接する技能を身につけ、心

理学的な問題点の把握と援助法を学ぶ。 

1

・
後 

30 2 ○     

 

○     
一般臨床医

学 

臨床医学にたずさわるために必要な基礎

知識を全般的に学ぶ。 

1

・
後 

30 2 ○     

 

○     内科学 
内科の症候、病態生理への理解を深め、

診断及び最新の治療法を学ぶ。 

2

・
前 

30 2 ○     

 

○     老年学 
加齢に伴う症侯を知り、高齢者医療と専

門分野での評価・治療に結びつける。 

2

・
後 

30 2 ○     

 

○     
整形外科学

Ⅰ 

2

・
前 

30 2 ○     

 

○     
整形外科学

Ⅱ 

整形外科の疾患を学び、専門分野での評

価・治療に結びつける。Ｘ線等や手術等

の治療法を知る。 2

・
後 

30 2 ○     

 

○     神経科学Ⅰ 
2

・
前 

30 2 ○     

 

○     神経科学Ⅱ 

中枢・末梢性神経疾患の病態と診断・治

療法を学び、専門分野での評価・治療に

結びつける。 2

・
後 

30 2 ○     

 

○     精神医学 
精神疾患の病態と診断・治療法を学び、

専門分野での評価に結びつける。 

2

・
後 

30 2 ○     

 

○     小児科学 
小児疾患の病態と診断・治療法を学び、

専門分野での評価・治療に結びつける。 

1

・
後 

15 1 ○     
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○     

リハビリテ

ーション概

論 

リハビリテーションの社会・医療との関

わりを理解し、障害論の基礎を学ぶ。 

1

・
前 

30 2 ○   △ 

 

○     公衆衛生学 
地域理学療法を進める上で、必要な公衆

衛生の基礎を学ぶ。 

1

・
前 

15 1 ○     

 

○     
理学療法学

概論 

理学療法学の全体を把握する。保健・医

療・福祉における理学療法について学ぶ。 

1

・
前 

30 2 ○     

 

○     
運動療法学

概論 

運動療法の歴史・定義・目的と基本理念

を理解し、基礎技術を習得する。 

1

・
後 

15 1 ○     

 

○     
物理療法学

概論 

物理療法の歴史と臨床的意義を理解し、

各論への導入をする。 

1

・
前 

15 1 ○   △ 

 

○     臨床運動学 

姿勢・動作の観察と分析を行い、正常な

運動を阻害する因子とその影響を理解す

る。 

2

・
後 

30 2 ○     

 

○     
理学療法評

価学Ⅰ 

理学療法における評価の概念を理解す

る。関節可動域測定・形態測定・血液測

定の意義・目的と実技について学ぶ。 

1

・
後 

30 1 ○   △ 

 

○     
理学療法評

価学Ⅱ 

視診・触診のための体表解剖を学習し、

徒手筋力検査法の意義・目的と実技につ

いて学ぶ。 

1

・
後 

45 1 ○   △ 

 

○     
理学療法評

価学Ⅲ 

神経系の検査・測定の意義・目的と実技

について学ぶ。 

2

・
前 

60 2 ○   △ 

 

○     
理学療法評

価学Ⅳ 

内部疾患の検査・測定の意義・目的と実

技について学ぶ。 

2

・
前 

30 1 ○   △ 

 

○     物理療法学 
物理療法の生体への影響、特徴、適応と

禁忌、使用方法を実技を交えて学習する。 

1

・
後 

45 3 ○   △ 

 

○     義肢学 
義肢義足及び切断者のリハビリテーショ

ンについて学ぶ。 

2

・
後 

30 2 ○   △ 

 

○     装具学 
上肢装具、下肢装具、自助具について学

ぶ。 

2

・
前 

30 2 ○   △ 
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○     
日常生活活

動学Ⅰ 

2

・
前 

30 2 ○   △ 

 

○     
日常生活活

動学Ⅱ 

日常生活動作を理解し、各障害との関

連・評価・指導法を学ぶ。 
2

・
後 

45 1 ○   △ 

 

○     運動療法学 

関節可動域改善、筋力増強、持久性、協

調性などの目的に合う運動療法の基礎を

修得する。 
2

・
前 

60 2 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅰ（運動

疾患・含むス

ポーツ障害） 

整形外科疾患の理解と、理学療法の評

価・治療手技について学ぶ。 

2

・
後 

60 4 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅱ（呼吸

障害） 

呼吸障害の理解と、理学療法の評価・治

療手技について学ぶ。 

2

・
前 

30 2 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅲ（循

環・代謝障

害） 

循環・代謝障害の障害理解と、理学療法

の評価・治療手技について学ぶ。 

2

・
後 

15 1 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅳ（脳血

管障害） 

脳血管障害の理解と、理学療法の評価・

治療手技について学ぶ。 

2

・
後 

60 4 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅴ（難

病・神経疾

患） 

難病・神経疾患の理解と、理学療法の評

価・治療手技について学ぶ。 

2

・
後 

30 2 ○   △ 

 

○     

理学療法治

療学Ⅵ（小児

疾患） 

小児疾患の理解と、理学療法の評価・治

療手技について学ぶ。 

2

・
後 

30 2 ○   △ 

 

○     
理学療法総

合演習Ⅰ 

2

・
前 

60 2 △ ○   

 

○     
理学療法総

合演習Ⅱ 

2

・
後 

60 2 △ ○   

 

○     
理学療法総

合演習Ⅲ 

評価手技・治療手技についての復習を実

技中心に行う。 

3

・
後 

180 6 △ ○   
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○     
地域理学療

法学 

現在の保健・医療・福祉制度について理

解し、在宅支援するための基礎知識を学

ぶ。 

2

・
前 

15 1 ○     

 

○     

地域リハビ

リテーショ

ン 

地域リハビリテーションの概念と、その

方法、業務について理解する。 

2

・
前 

15 1 ○     

 

○     生活環境学 
障害と住環境、福祉機器、介助法の関わ

りと実際を理解する。 

2

・
前 

30 2 ○     

 

○     臨床実習Ⅰ 
理学療法業務を観察し、必要な資質と能

力を考える。 

1

・
後 

45 1     ○ 

 

○     

臨床実習Ⅱ

( 検査・測

定)(評価) 

学校で学んだことを土台に臨床の場で、

評価および記録と報告を実践する。 

2

・
後 

180 4     ○ 

 

○     
臨床総合実

習Ⅰ 

3

・
前 

315 7     ○ 

 

○     
臨床総合実

習Ⅱ 

学校で学んだことを土台に臨床の場で、

評価、分析、治療実践を行う。知識・技

術・態度の全体的向上を図る。 3

・
後 

315 7     ○ 

 

    ○ 
障害者スポ

ーツ論 

障害者スポーツの概要と実際について学

び、実技としてはレクリエーションを重

視してとり組む。 

1

・
後 

15 1 △   ○ 

 

    ○ 
レクリエー

ション概論 

1

・
後 

15 1 △   ○ 

 

    ○ 

レクリエー

ション実技

Ⅱ 

レクリエーション活動を通してレクリエ

ーションの意義・役割を理解する。(レク

リエーションインストラクター資格取得

可) 2

・
前 

30 1 △   ○ 

 

合計    70科目 3105単位時間 (144単位)  

 


